
令和３年第１回取手市議会定例会議事日程（第５号）

令和３年３月１８日（木）午前１０時開議

日程第１ 議案第 ３号 取手市行政組織条例の一部を改正する条例について

議案第 ４号 取手市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条

例について

議案第 ５号 取手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について

議案第 ６号 取手市職員等の旅費の特例に関する条例の一部を改正する

条例について

議案第 ７号 取手市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例について

議案第 ８号 取手市介護保険条例の一部を改正する条例について

議案第 ９号 取手市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する

基準等を定める条例について

議案第１０号 取手市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につい

て

議案第１１号 取手市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について

議案第１２号 取手市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例に

ついて

議案第１４号 取手市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正

する条例について

議案第１５号 取手市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第１６号 市道路線の認定について

日程第２ 議案第１３号 新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

日程第３ 議案第１７号 令和２年度取手市一般会計補正予算（第１０号）

議案第１８号 令和２年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補正予

算（第３号）

議案第１９号 令和２年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）

議案第２０号 令和２年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）

議案第２１号 令和２年度取手市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第２２号 令和２年度取手市競輪事業特別会計補正予算（第２号）

日程第４ 議案第２３号 令和３年度取手市一般会計予算



日程第５ 議案第２４号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計予算

議案第２５号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計予算

議案第２６号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計予算

議案第２７号 令和３年度取手市介護保険特別会計予算

議案第２８号 令和３年度取手市競輪事業特別会計予算

議案第２９号 令和３年度取手地方公平委員会特別会計予算

日程第６ 議案第３０号 令和２年度取手市一般会計補正予算（第１１号）

議案第３１号 令和３年度取手市一般会計補正予算（第１号）

日程第７ 請願第１６号 取手駅東口喫煙所における受動喫煙防止を求める請願

日程第８ 請願第１５号 保育所等での消毒・清掃の必要経費や人員配置、慰労金な

ど支援を求める請願

請願第１７号 公共施設休業・イベント自粛で収入が減少した事業主（個

人事業主）への支援金に関する請願

請願第１８号 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求め

る意見書」採択の請願書

請願第１９号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める請願

日程第９ 意 見 書 案

第 １ 号

新型コロナウイルスワクチン接種に関する意見書について

意 見 書 案

第 ２ 号

生活保護を必要な人が必要な時に受けられるよう制度の見

直しを求める意見書について

意 見 書 案

第 ３ 号

７５歳以上の医療費窓口負担１割から２割への引き上げ撤

回を求める意見書について

日程第 10 意 見 書 案

第 ４ 号

新型コロナウイルス感染症拡大防止へ大規模検査の実施を

求める意見書について

意 見 書 案

第 ５ 号

新型コロナウイルス感染症の対策強化を求める意見書

について

日程第 11 総務文教常任委員会、建設経済常任委員会の中間報告の件

日程第 12 閉会中の所管事務調査の申し出及び閉会中の所管事項調査の申し出について



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

総務文教常任委員会

委員長 小 堤 修

委員会審査報告書

本委員会に付託の事件は，審査の結果，下記のとおり決定したので会議規則第１１０条

の規定により報告します。

記

事件の番号 件 名 議決の結果

議案第 ３号 取手市行政組織条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

議案第 ４号 取手市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正す

る条例について

原 案 可 決

議案第 ５号 取手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について

原 案 可 決

議案第 ６号 取手市職員等の旅費の特例に関する条例の一部を改正

する条例について

原 案 可 決

議案第２９号 令和３年度取手地方公平委員会特別会計予算 原 案 可 決



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

福祉厚生常任委員会

委員長 石 井 めぐみ

委員会審査報告書

本委員会に付託の事件は，審査の結果下記のとおり決定したので会議規則第１１０条の

規定により報告します。

記

事件の番号 件 名 議決の結果

議案第 ７号 取手市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例について

原 案 可 決

議案第 ８号 取手市介護保険条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

議案第 ９号 取手市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定める条例について

原 案 可 決

議案第１０号 取手市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

について

原 案 可 決

議案第１１号 取手市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について

原 案 可 決

議案第１２号 取手市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例について

原 案 可 決

議案第１９号 令和２年度取手市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）

原 案 可 決

議案第２０号 令和２年度取手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）

原 案 可 決



議案第２１号 令和２年度取手市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

議案第２５号 令和３年度取手市国民健康保険事業特別会計予算 原 案 可 決

議案第２６号 令和３年度取手市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

議案第２７号 令和３年度取手市介護保険特別会計予算 原 案 可 決



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

建設経済常任委員会

委員長 金 澤 克 仁

委員会審査報告書

本委員会に付託の事件は，審査の結果下記のとおり決定したので会議規則第１１０条の

規定により報告します。

記

事件の番号 件 名 議決の結果

議案第１４号 取手市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を

改正する条例について

原 案 可 決

議案第１５号 取手市手数料条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

議案第１６号 市道路線の認定について 原 案 可 決

議案第１８号 令和２年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計補

正予算（第３号）

原 案 可 決

議案第２２号 令和２年度取手市競輪事業特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

議案第２４号 令和３年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計予

算

原 案 可 決

議案第２８号 令和３年度取手市競輪事業特別会計予算 原 案 可 決



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

一般会計決算・予算審査特別委員会

委員長 赤 羽 直 一

委員会審査報告書

本委員会に付託の事件は，審査の結果下記のとおり決定したので会議規則第１１０条の

規定により報告します。

記

事件の番号 件 名 議決の結果

議案第１７号 令和２年度取手市一般会計補正予算（第１０号） 原 案 可 決

議案第２３号 令和３年度取手市一般会計予算 原 案 可 決



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

福祉厚生常任委員会

委員長 石 井 めぐみ

請願審査報告について

本委員会は，令和３年３月１日に付託された請願審査の結果，下記のとおり決定したので，会議

規則第１４３条の規定により報告します。

記

受付番号 件 名 審査結果 措 置

請願第１５号 保育所等での消毒・清掃の必要経費や人員

配置、慰労金など支援を求める請願

不 採 択

請願第１９号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的

補助を求める請願

不 採 択



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

建設経済常任委員会

委員長 金 澤 克 仁

請願審査報告について

本委員会は，令和３年３月１日に付託された請願審査の結果，下記のとおり決定したので，会議

規則第１４３条の規定により報告します。

記

受付番号 件 名 審査結果 措 置

請願第１６号 取手駅東口喫煙所における受動喫煙防止

を求める請願

採 択 執行機関に送付し，

その処理経過及び

結果の報告を請求

請願第１７号 公共施設休業・イベント自粛で収入が減少

した事業主（個人事業主）への支援金に関

する請願

不 採 択

請願第１８号 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支

援策の拡充を求める意見書」採択の請願書

不 採 択



意見書案第４号

新型コロナウイルス感染症拡大防止へ大規模検査の実施を求める意見書について

上記の意見書案を別紙のとおり、会議規則第１４条の規定により提出する。

令和 ３年 ３月１８日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

提出者 取手市議会議員 小 池 悦 子

〃 〃 遠 山 智恵子

〃 〃 細 谷 典 男



新型コロナウイルス感染症拡大防止へ大規模検査の実施を求める意見書（案）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた対策として、ワクチン接種が開始される中、合

わせて幅広いＰＣＲ検査の実施が重要な対策となります。

政府は、３月５日に新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針を改定し、高齢者施設

に対する社会的検査とともに、「再度の感染拡大の予兆や感染源を早期に探知するため、幅広

いＰＣＲ検査等（モニタリング検査）やデータ分析を実施する」と新たに明記しました。

また、基本的対処方針の改正概要でも「各地域においてクラスター等の封じ込め及び接触機

会の低減を図り、感染拡大の速度を抑制する」と記されています。新規感染者数が減少傾向に

あり、検査能力に余裕が出てきている今こそ、コロナ封じ込めのための大規模検査の実施が必

要です。その大規模検査を行う場合には、接触者の追跡を専門に行うトレーサーの大幅増員や

保健所の人員・体制の抜本的な拡充も必要となります。また、ホテル等を借り上げた宿泊・療

養施設の整備とそこへの医療スタッフの配置に国が責任を持ち、健康観察やケアの提供に万全

を期すことも不可欠です。

国民の命と健康を守り、社会・経済機能を維持するためにも、コロナ封じ込めのための大規

模検査（無症状感染者の早期発見と保護体制整備）の実施を強く求めます。

以上のことから、地方自治法第99条の規定により、下記の事項について意見書を提出しま

す。

記

１ 社会的検査を高齢者施設とともに医療機関・障害福祉施設などにも拡大し、職員に対して

頻回・定期的（週１回程度）に行い、対象を利用者にも広げ、感染防止を図ること。

２ モニタリング検査を「１日10万人」と大規模に行い、検査件数を抜本的に引き上げること。

３ 変異株の疑いを確認する検査の割合を大幅に引き上げること。

令和 ３年 ３月 日

茨城県取手市議会

【提出先】内閣総理大臣 衆議院議長 参議院議長 文部科学大臣 厚生労働大臣

財務大臣 経済産業大臣 総務大臣 法務大臣 農林水産大臣 環境大臣

国土交通大臣 外務大臣 防衛大臣 新型コロナウイルスワクチン接種担当大臣



意見書案第５号

新型コロナウイルス感染症の対策強化を求める意見書について

上記の意見書案を別紙のとおり、会議規則第１４条の規定により提出する。

令和 ３年 ３月１８日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

提出者 取手市議会議員 小 池 悦 子

〃 〃 遠 山 智恵子

〃 〃 細 谷 典 男



新型コロナウイルス感染症の対策強化を求める意見書（案）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた対策として、ワクチン接種が開始される中、合

わせて幅広いＰＣＲ検査の実施が重要な対策となります。

政府は、３月５日に新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針を改定し、高齢者施設

に対する社会的検査とともに、「再度の感染拡大の予兆や感染源を早期に探知するため、幅広

いＰＣＲ検査等（モニタリング検査）やデータ分析を実施する」と新たに明記しました。

また、基本的対処方針の改正概要でも「各地域においてクラスター等の封じ込め及び接触機

会の低減を図り、感染拡大の速度を抑制する」と記されています。新規感染者数が減少傾向に

あり、検査能力に余裕が出てきている今こそ、コロナ封じ込めのための大規模検査の実施が必

要です。その大規模検査を行う場合には、接触者の追跡を専門に行うトレーサーの大幅増員や

保健所の人員・体制の抜本的な拡充も必要となります。また、ホテル等を借り上げた宿泊・療

養施設の整備とそこへの医療スタッフの配置に国・県が責任を持ち、健康観察やケアの提供に

万全を期すことも不可欠です。

茨城県には、県民の命と健康を守り、社会・経済機能を維持するためにも、今後、市町村が

ワクチン接種の取組に追われていく中、検査体制に責任を持つ県の役割として、大規模検査

（無症状感染者の早期発見と保護体制整備）の実施を強く求めます。

以上のことから、地方自治法第99条の規定により、下記の事項について意見書を提出しま

す。

記

１ 社会的検査を高齢者施設とともに医療機関・障害福祉施設などにも広げ、職員に対して頻

回・定期的（週１回程度）に行い、対象を利用者にも広げ、感染防止を図ること。

２ 県独自のモニタリング検査の実施を図り、検査件数を抜本的に引き上げること。

３ 変異株の疑いを確認する検査の割合を大幅に引き上げること。

令和 ３年 ３月 日

茨城県取手市議会

【提出先】茨城県知事



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

総 務 文 教 常 任 委 員 会

委員長 小 堤 修

委員会中間報告書

本委員会の調査事件について、会議規則第４５条第２項の規定により、下記のとおり報告いたし

ます。

記

１ 調査事件名

・所管事務調査「小学校教育及び中学校教育に関する事項」

（コロナ禍における学校教育について）

２ 調査の経過

３ 中間報告

市内市立小中学校のＰＴＡ会長及び副会長との意見交換を踏まえ調査した結果、別紙の事項を

提言することに決定しました。

年月日 調査の内容

令和２年

11月14日

・市内市立小中学校のＰＴＡ会長・副会長を対象に意見交換会をオンラインで

実施。

12月 ４日 ・意見交換会参加委員からの報告内容を共有し、意見・要望等について委員間

討議。後日、委員長が教育委員会に聞き取りを実施することを決定。

令和３年

３月 ５日

・委員長が教育委員会に聞き取りを実施した結果を共有し、委員間討議。

３月17日 ・調査結果を踏まえ、総務文教常任委員会から教育委員会に対し提言すること

を決定。



令和３年 月 日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

総 務 文 教 常 任 委 員 会

委員長 小 堤 修

総務文教常任委員会からの提言について（依頼）

令和２年１１月１４日、当委員会は「令和２年度第１回市民との意見交換会」として、市内市立

小中学校のＰＴＡ会長及び副会長とオンラインにより「コロナ禍における学校教育」について意見

交換を行いました。その際にいただいた意見及び要望等について、教育委員会事務局職員に調査し

委員間討議した結果、下記事項を速やかに執行機関に提言していただきたくご依頼申し上げます。

記

○提言事項

コロナ禍等の特異事象発生時におけるそれぞれ（教育委員会、学校、ＰＴＡ、保護者）の問題意

識、危機管理及び情報の連携（報告・連絡・相談）を共有し、迅速的確に対処すること。

別 紙



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 様

建設経済常任委員会

委員長 金 澤 克 仁

委員会調査中間報告書

本委員会の調査事件について、会議規則第４５条第２項の規定により、下記のとおり

中間報告いたします。

記

１ 調査事件名

・所管事務調査「産業の振興に関すること」

（取手市農業公社の現状と今後の在り方について）

２ 調査の経過

３ 中間報告

取手市農業公社は、地域農業経済の安定と地域社会の活性化に寄与することを目的に、

昭和62年に設立されました。現在、設立から約34年経ち、施設老朽化に伴う修繕費増

加等の問題があります。また、少子高齢化、農業人口減少、米価の下落等社会情勢の変

化に伴う課題もあります。

建設経済常任委員会では、取手市農業公社利用者との対話を行うことにより、取手市

農業公社や農業の在り方について、別紙のとおり、現状や課題を詳細に把握することが

できました。

現在、取手市では各種計画を策定中であるため、当委員会としては、今後も市の動向

を注視し、必要に応じて調査していくこととします。

回 開催年月日 内容

第１回 令和２年

11月９日

・令和２年市民との意見交換会（建設経済常任委員会）

「取手市農業公社の現状と今後の在り方」をテーマに

意見交換

第２回 令和３年

１月19日

・取手市農業公社利用者からの御意見について協議

第３回 ３月９日 ・取手市農業公社利用者からの御意見に対する回答について

協議

第４回 ３月17日 ・取手市農業公社利用者からの御意見に対する回答について

決定



【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
】
令
和
２
年
農
業
公
社
利
用
者
と
の
意
見
交
換
会

調
査
事
項

回
答

１
①
農
業
公
社
の
赤
字
を
減
ら
す
た
め
、
類
似
し
た
土
地
条

件
の
他
の
農
業
公
社
の
取
り
組
み
は
参
考
に
な
ら
な
い

か
。

②
水
田
が
大
き
い
地
域
の
農
業
公
社
の
現
状
は
。

③
茨
城
県
内
で
、
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
公
社
は
何

か
所
か
。

④
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
公
社
は
何
か
所
か
。

⑤
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
公
社
の
経
営
状
況
は
。

①
茨
城
県
内
に
お
い
て
は
、
取
手
市
と
類
似
し
た
水
稲
育
苗
事
業
や
籾
乾
燥
調
製
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
農

業
公
社
は
、
鹿
嶋
市
農
業
公
社
の
み
で
あ
り
、
他
の
公
社
の
大
多
数
は
農
地
や
労
働
力
の
斡
旋
、
施
設
管
理
な
ど

の
ソ
フ
ト
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
県
で
は
、
栃
木
県
鹿
沼
市
農
業
公
社
は
取
手
市
農
業
公
社
を
立
ち
上

げ
る
際
に
参
考
と
し
た
公
社
で
、
現
在
も
水
稲
生
産
の
全
面
委
託
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
参
考
と
な
る
。

②
水
田
が
大
き
い
地
域
で
あ
っ
て
も
農
業
公
社
が
存
在
す
る
市
町
村
が
少
な
く
、
公
社
が
あ
る
市
町
村
に
お
い
て

も
ソ
フ
ト
事
業
の
み
を
手
が
け
る
市
町
村
が
大
多
数
。
鹿
嶋
市
農
業
公
社
に
お
い
て
も
、
ピ
ー
マ
ン
苗
栽
培
や
堆

肥
生
産
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
か
ら
の
運
営
補
助
金
を
受
け
て
い
る
現
状
。

③
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
公
社
は
な
い
が
、
公
益
社
団
法
人
農
林
振
興
公
社
が
あ
り
、
米
や
麦
な
ど
の
種
子

供
給
、
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

④
茨
城
県
内
に
農
業
公
社
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
１
０
か
所
あ
る
。（
水
戸
市
、
鹿
嶋
市
、
小
美
玉
市
、

常
陸
大
宮
市
、
土
浦
市
、
龍
ケ
崎
市
、
稲
敷
市
、
笠
間
市
、
茨
城
町
、
取
手
市
）

⑤
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
各
公
社
に
よ
り
様
々
だ
が
、
大
多
数
は
市
町
村
か
ら
の
運
営
費
や
人
的
補
助
な
ど
を

受
け
な
が
ら
の
経
営
と
な
っ
て
い
る
。

２
①
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
し
、
農
地
の
大
規
模
化
の
た
め
、

市
で
も
農
地
を
中
間
管
理
機
構
に
預
け
た
際
に
１
反
１

万
円
を
市
独
自
に
助
成
す
る
制
度
は
な
い
か
。

②
も
し
や
る
と
す
る
な
ら
ば
、
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

①
取
手
市
で
は
、
認
定
農
業
者
が
農
地
を
集
積
し
た
場
合
、
認
定
農
業
者
等
支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ

き
面
積
に
応
じ
て
市
独
自
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。（
田
2
1
,0
0
0
円
／
1
0
ア
ー
ル
・
畑
1
0
,0
0
0
円
／

1
0
ア
ー
ル
）

②
取
手
市
の
荒
廃
農
地
は
約
5
8
.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
農
業
委
員
会
調
べ
）
の
た
め
、
5
8
5
反
×
1
万
円
＝
5
8
5

万
円
。

３
農
業
公
社
の
設
備
の
更
新
を
行
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
れ

く
ら
い
の
予
算
が
必
要
か
。

農
業
公
社
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
す
べ
て
の
機
械
更
新
を
実
施
す
る
に
は
、
概
算
で
３
億
５
千
万
円
。



◇
市
内
の
農
業
従
事
者
数
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
２
０
２
０
の
速
報
値
資
料
（
別
紙
）
の
と
お
り
。

４
市
内
の
農
地
維
持
に
は
若
手
農
業
者
の
力
が
必
要
と
考

え
る
。
若
手
就
農
支
援
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
市
と
し
て
充

実
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。
あ
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う

な
事
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

国
の
次
世
代
投
資
資
金
（
年
最
大
1
5
0
万
円
で
最
長
５
年
間
）
を
活
用
し
な
が
ら
、
県
や
市
、
農
協
、
指
導
農

業
士
等
で
構
成
す
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、
農
地
の
斡
旋
及
び
技
術
面
や
経
営
面
な
ど
き
め
細
や
か
に
若
手

農
業
者
に
対
す
る
支
援
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
予
定
。
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令和３年３月１６日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 様

議 会 運 営 委 員 会

委員長 岩 澤 信

閉会中の所管事項調査について

本委員会は，下記により所管事項について調査することにしたから，会議規則第１０

５条第１項及び第２項の規定により通知します。

記

１ 事項

（１）議会の運営に関する事項

（２）議会の会議規則，委員会に関する条例等に関する事項

（３）議長の諮問に関する事項

２ 目的

所管する事項の調査を行い，議会運営の向上をはかるため。

３ 方法

事情の調査，資料の提供又は意見を求め，あるいは現地に出向いて資料収集の一環と

して事情を視察する等の方法による。

４ 期間

令和４年第１回定例会まで



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 様

総務文教常任委員会

委員長 小 堤 修

閉会中の所管事務調査について

本委員会は，下記により所管事務について調査することにしたから，会議規則第１０

５条第１項の規定により通知します。

記

１ 事項

（１）市の基本施策の計画，策定に関する事項

（２）市税及び財政に関する事項

（３）入札及び契約に関する事項

（４）市の庁舎及び財産に関する事項

（５）市政の事務管理及び情報公開に関する事項

（６）広聴活動及び広報活動に関する事項

（７）人権擁護活動に関する事項

（８）防犯，防災及び交通安全に関する事項

（９）戸籍及び住民基本台帳に関する事項

（10）消防行政に関する事項

（11）小学校教育及び中学校教育に関する事項

（12）社会教育に関する事項

（13）市民文化，芸術文化及びスポーツの振興に関する事項

（14）教育施設，文化施設及び体育施設に関する事項

（15）文化財に関する事項

（16）青少年の健全育成に関する事項

（17）男女共同参画型社会の推進に関する事項

（18）所管の予算の執行状況について

（19）他の委員会の所管に属さない事項

２ 目的

所管する事務の調査を行い，事務に関する理解を深め，市政の向上を図るため。

３ 方法

事情の調査，資料の提供又は意見を求め，あるいは現地に出向いて資料収集の一環と

して事情を視察する等の方法による。

４ 期間

令和４年第１回定例会まで



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 様

福祉厚生常任委員会

委員長 石 井 めぐみ

閉会中の所管事務調査について

本委員会は，下記により所管事務について調査することにしたから，会議規則第１０

５条第１項の規定により通知します。

記

１ 事項

（１）社会福祉及び医療福祉に関する事項

（２）障害者福祉，児童福祉及び高齢者福祉に関する事項

（３）国民健康保険，介護保険及び国民年金に関する事項

（４）福祉施設及び保健施設に関する事項

（５）市民の健康増進に関する事項

（６）所管の予算の執行状況について

２ 目的

所管する事務の調査を行い，事務に関する理解を深め，市政の向上を図るため。

３ 方法

事情の調査，資料の提供又は意見を求め，あるいは現地に出向いて資料収集の一環と

して事情を視察する等の方法による。

４ 期間

令和４年第１回定例会まで



令和３年３月１７日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 様

建設経済常任委員会

委員長 金 澤 克 仁

閉会中の所管事務調査について

本委員会は，下記により所管事務について調査することにしたから，会議規則第１０

５条第１項の規定により通知します。

記

１ 事項

（１）道路及び水路に関する事項

（２）公園，緑地及び河川に関する事項

（３）上水道及び下水道に関する事項

（４）市有建築物及び公営住宅に関する事項

（５）都市計画事業及び区画整理事業に関する事項

（６）建築行為及び開発行為に関する事項

（７）環境衛生及び公害に関する事項

（８）一般廃棄物の減量及びリサイクルに関する事項

（９）産業及び観光の振興に関する事項

（10）消費者保護に関する事項

（11）勤労者福祉施設に関する事項

（12）農業委員会に関する事項

（13）競輪に関する事項

（14）所管の予算の執行状況について

２ 目的

所管する事務の調査を行い，事務に関する理解を深め，市政の向上を図るため。

３ 方法

事情の調査，資料の提供又は意見を求め，あるいは現地に出向いて資料収集の一環と

して事情を視察する等の方法による。

４ 期間

令和４年第１回定例会まで


